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中学部　数学（聴覚障害特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館 数研 日文

☆☆☆☆　　30 ☆☆☆☆　　25 ☆☆☆　　23 ☆☆☆☆　　31 ☆☆☆　　21 ☆☆☆　　17 ☆☆☆　　18

①３年「円周角の定理」では、
付録の「カメラの模型」を使っ
て、黒板の両端が入るように撮
影する位置を見付ける活動を
取り上げている。（Ｐ167）

①２年「確率」では、実際にさい
ころを投げて出た目を記録し、
相対度数を求める活動を取り
上げている。（Ｐ182-183）

①１年「平面図形」では、定規
やコンパスを使って、地図から
宝物の隠し場所を見付ける活
動を取り上げている。（P166-１
67）

①３年「平方根の活用」では、
紙の大きさの特徴を調べるた
めに、教科書の長い辺と短い
辺を定規で測る活動を取り上
げている。（Ｐ68）

①１年「比例、反比例の利用」
では、反比例の関係を利用し
たモビール作りの活動を取り上
げている。（Ｐ141）

①１年「空間図形」では、地図
上にある建物を、立体の特徴
に注目してグループ分けする
活動を取り上げている。（Ｐ
188）

①１年「正の数と負の数」では、
身のまわりで、「＋、－」を使っ
て表されている数量を探す活
動を取り上げている。（Ｐ23）

★★　　1 ★★★★　　2 ★　　0 ★★　　1 ★★　　1 ★★　　1 ★★★★　　2

①２年「数学の自由研究」で
は、かけ声をきいて左右の硬
貨の数を当てるマジックがあ
り、取り扱う際に配慮が必要で
ある。（Ｐ203）

①１年「正負の数、負の数の利
用」では、海外の友達に電話を
かける時間を考える活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要で
ある。（Ｐ64）

①該当なし ①１年「文字を使った式」では、
雷が光ってから３秒後に音が
聞こえたと仮定して取り組む課
題があり、取り扱う際に配慮が
必要である。（Ｐ80）

①２年「一次関数」では、雷や
花火は、光を見てしばらくして
から音が聞こえてくることを想
起する活動があり、取り扱う際
に配慮が必要である。（Ｐ62）

①１年「文字と式」では、稲光が
見えてから、雷鳴が聞こえ、落
雷した地点までの距離を計算
する活動があり、取り扱う際に
配慮が必要である。（Ｐ76）

①２年「数学研究室」では、声
の回数から数を当てる活動が
あり、取り扱う際に配慮が必要
である。（Ｐ198）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他

①聴覚の障害を補えるように、
写真、図表等で視覚的に説明
しているもの。

②学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で簡潔に記され
たもの。

① １年「方程式とその解」では、
等式の性質を、重りとつり合っ
た天びんの図で示している。
（Ｐ94）
 
②  ３年巻末に、「３年間のふり
返り」として、各学年の既習事
項を示している。(Ｐ276-281）

①１年「関係を表す式」では、
不等式の左辺と右辺の大小関
係を天びんの図で説明してい
る。（Ｐ95）

②全学年、全単元において重
要事項を赤色の枠囲みで示し
ている。（１年Ｐ25など）

①３年「関数Ｙ＝ＡＸ²」では、自
動車が停止するまでに進む距
離を、ブレーキを踏んでから停
止するまでのイラストで説明し
ている。（Ｐ133）

②各単元において、公式などを
「重要」「定理」と記された枠囲
みで示している。（３年P147な
ど）

①２年「一次関数の活用」で
は、スロープの勾配について、
説明を補う図と写真を示してい
る。（Ｐ96）

②各章末に学習した内容を振
り返る「学習のまとめ」を示して
いる。（１年Ｐ21など）

①３年「関数Ｙ＝ＡＸ²のグラフ」
では、放物線を描くボールの様
子が、動画で見られるように、
タブレット端末等で読みとるた
めの、二次元コードを示してい
る。（Ｐ100）

②全単元で、公式や性質、定
理等が太い色付きの枠囲みで
示している。（１年Ｐ１８など）

①全ての章で、教科書の問題
等をタブレット端末等で回答で
きるよう、章の始めに二次元
コードを示している。（１年Ｐ15
など）

②各学年の巻末に、これまで
の学習内容のまとめを示して
いる。（３年Ｐ284など）

①３年「因数分解」では、因数
分解の方法を言葉、矢印、表
により色分けして示している。
（Ｐ28）

②各章冒頭に、導入となる活
動や身近な問題を見開きで示
している。（１年Ｐ99など）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・ラリンピックの扱
い

あり あり あり あり なし なし あり

参
考

１　聴覚障害のある生徒が興
味・関心をもって取り組むこと
ができる単元等について

①視覚的な方法等を活用し
て、作業や体験等の学習活動
が工夫できるもの。

２　聴覚障害への配慮を要す
る内容等について

①言葉や音を聞き取る活動が
あり、作業や体験等の学習活
動に困難が想定されるもの。

内
容

発行者
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中学部　数学（肢体不自由・病弱特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館 数研 日文

☆☆☆☆　　160 ☆☆☆☆　　189 ☆☆☆　　141 ☆☆☆☆　　162 ☆☆☆☆　　159 ☆☆☆　　117 ☆☆☆　　110

①３年「関数Ｙ＝ＡＸ²の性質と
調べ方」では、関数のグラフを
描く活動があるが、コンピュー
タの作図ソフトを使って、工夫
することができる。（Ｐ104） 

②２年「四分位範囲と箱ひげ
図」では、レシートから情報を
読みとり、買い物の傾向を分析
する活動がある。（Ｐ187） 

①３年「標本調査」では、容器
の中からビーズを取り出して、
母集団の数量を推定する活動
があるが、代替の手立てを工
夫することができる。（Ｐ227）

②３年「平方根の利用」では、
コピー機で拡大や縮小する際
の倍率表示により、平方根に
ついて考える活動がある。（Ｐ
69)

①１年「データの活用」では、ヒ
ストグラムと度数折れ線を描く
活動があるが、コンピュータの
表計算ソフトを使うなどの工夫
をすることができる。（Ｐ259）

②２年「さらなる数学へ」では、
時計の長針と短針の動き方に
関する問題を作る活動を示して
いる。（Ｐ225）

①２年「確率」では、さいころを
１個投げて、１から６の目が出
る回数を調べる活動があるが、
代替の手立てを工夫すること
ができる。（Ｐ183)

②３年「相似な図形」では、コ
ピー機やタブレット端末を使っ
て画像を拡大する活動を示し
ている。（Ｐ136)

①１年巻末の「学びをいかそ
う」では、模様をつくる活動があ
るが、コンピュータのプログラミ
ングを活用し、工夫することが
できる。（巻末Ｐ51-52）

②２年「連立方程式の利用」で
は、車いすバスケットボールの
試合結果の記事から、２点
シュートと３点シュートの本数を
考える活動を示している。（Ｐ
47）

①３年「母集団と標本」では、大
きい母集団から標本を抽出す
る活動があるが、コンピュータ
の利用で、工夫することができ
る。（Ｐ222）

②１年「比例と反比例の利用」
では、地震波の進む距離と時
間をグラフで示し、緊急地震速
報のしくみを説明している。（Ｐ
153）

①１年「正の数と負の数」では、
温度計の図に最高気温と最低
気温を色で示す活動がある
が、代替の手立てが工夫でき
る。（Ｐ15）

②３年「関数の活用」では、自
動車がブレーキを踏んでから
停止するまでに進む距離を予
想する活動を示している。（Ｐ
113）

★★★★　　15 ★★★★　　12 ★★★★　　14 ★★★★　　13 ★★★　　9 ★★★★　　12 ★★★　　11

①１年「いろいろな立体」では、
付録の厚紙をミシン目で切り離
して立体を作る活動があり、取
り扱う際に配慮が必要である。
（Ｐ191）

①１年「図形の性質と利用」で
は、ストローと糸で正八面体の
飾りを作る活動があり、取り扱
う際に配慮が必要である。（Ｐ
236）

①２年「いろいろな角と多角形」
では、三角定規を２枚使用して
平行線を引く活動があり、取り
扱う際に配慮が必要である。
（Ｐ112）

①１年「円とおうぎ形の計量」で
は、紙にコンパスで円を描いて
切り抜き、重なるように２つに
折る活動があり、取り扱う際に
配慮が必要である。（Ｐ194）

①１年「立体と空間図形」では、
２本の鉛筆を持ち、いろいろな
傾きや方向に動かすことで、位
置関係を考える活動があり、取
り扱う際に配慮が必要である。
（Ｐ191）

①２年「平行線と角」では、同位
角や錯覚の変化を調べるため
に、１本の棒に、２本の棒を交
差させてピンで留めた模型のう
ち１本だけを動かす活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要で
ある。(Ｐ109）

①２年「三角形と四角形」では、
二等辺三角形を作図した紙を
折って角が重なることを確かめ
る活動が示されており、取り扱
う際に配慮が必要である。（Ｐ
133）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、そ
の他

①学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で簡潔に記され
ていたり、各単元等のまとまり
が記されていたりするもの。

②写真、図表等で視覚的に説
明されているもの。

①３年巻末に、「３年間のふり
返り」として、各学年の既習事
項が見開きで示している。(Ｐ
276）

②１年「正負の数」では、身の
まわりで正負の数が使われて
いる例を、写真で具体的に示し
ている。(Ｐ26) 

①各学年の巻末に、切り取ると
冊子状になる「学習のまとめ」
が付いている。(１年付録１-４
など)

②２年「一次関数」では、一次
関数のグラフの傾きを、エスカ
レーターを横から見たイラスト
を使って説明している。（Ｐ75)

①１年「比例と反比例」では、新
しい学習に入る前に、これまで
学んだことを振り返る「ふりかえ
り」のページがある。（Ｐ127）

②３年「関数Ｙ＝ＡＸ²の値の変
化」では、物が落下する速さの
変化を、ボールが落ちる様子
の連続写真で示している。（Ｐ
117)

①１年「整数の性質」では、章
末に、まとめの問題がある。（Ｐ
21）

②２年「１次関数」では、一次関
数の表、式、グラフを横並びに
し、対応する項目を同色で表す
ことで、それぞれの関係を分か
りやすく示している。（Ｐ79)

①３年「関数とグラフ」では、単
元の公式や定理、性質などを
白抜きの文字と色付きの太い
枠囲みで強調して示している。
(Ｐ101）

②２年「平行と合同」では、内角
に着目した三角形の分類を図
で示している。（Ｐ103）

①３年「中学３年間のまとめ」で
は、３年の学習内容を、１年、２
年の学習内容と合わせて、まと
めて示している。（Ｐ284-291）

②２年「平行線と角」では、分度
器のイラストで鈍角、直角、鋭
角の大きさを示している。（Ｐ
115）

①各学年の巻末に、当該学年
で学習した図形についての確
認事項を示している。（巻末）

②３年「相似な図形」では、合
同な図形と相似な図形の関係
性を図で示している。（Ｐ130）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・ラリンピックの扱
い

あり あり あり あり なし なし あり

内
容

１　肢体不自由・病弱の生徒
が興味・関心をもって取り組む
ことができる単元等について

①上肢の操作を伴うものであっ
ても、教材や補助的手段等を
活用して、学習活動が工夫で
きるもの。

②生活に結び付いた学習活動
が示されているもの。

参
考

発行者

２　肢体不自由・病弱への配
慮を要する内容等について

①上肢の操作を伴うため、学
習活動に困難が想定されるも
の。
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